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本日お話しする内容

1. TR機構の開発したリサーチマッピングシス
 テム、その現状と課題

2. 企業の皆様との共同研究促進の枠組み

3. TR機構による企業の皆様とのドラッグ・リダ
 イレクションプログラム構想
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東京大学TR機構のワーキングモデル

研究者

企業 A

研究全体を
鳥瞰図的に
把握する

企業 B
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TR機構

TR機構

SSC研究者の研究をサポー

 トする手段・ツールを提

 供する TR機構

研究者、研究成果と
企業のディマンドが
出会う場所を提供

研究者と企業の
相互理解を深め
交渉を促進する

専門家集団(SSC)と共に

個々の研究を
TRに適した形に育てる



• ユーザー目線を意識したシステム

• 大企業からベンチャーまで平等なアクセスが可能

• 研究者の相手先企業の選択肢が増える

• 研究者同士の繋がりを促す

• 東大研究員へのアクセスの窓口

• 他の大学、研究機関へ広げることで、Virtually Integrated List of 
Seeds が可能

https://tri.u-tokyo.ac.jp/company/
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TR機構リサーチマッピングシステムの特徴

https://tri.u-tokyo.ac.jp/company/


リサーチマッピングシーズプロファイル

◯◯◯◯◯◯◯◯



リサーチマッピング研究者プロファイル

◯◯◯◯◯◯◯◯



マッピングの見え方



リサーチマッピングシステムリサーチマッピングシステムリサーチマッピングシステム

•• 1313部局・部局・164164名名の研究代表者が登録の研究代表者が登録
•• 登録数の増加を⽬指す登録数の増加を⽬指す

医学系研究科・
医学部附属病院

８８

医科学研究所・
医科研附属病院

２７

基盤技術
基礎研究

４８

医療機器
２７

医薬品
７９

再生医療
等製品１５



リサーチマッピングシステムリサーチマッピングシステムリサーチマッピングシステム
医療機器医療機器 治療薬治療薬 診断薬診断薬 再⽣医療等再⽣医療等

 製品製品 合計合計

感染症感染症 11 77 11 00 99
悪性腫瘍悪性腫瘍 44 3636 1414 11 5555
⾎液・免疫疾患⾎液・免疫疾患 00 1313 33 33 1919
内分泌・代謝性疾患内分泌・代謝性疾患 22 1010 33 11 1616
精神・神経疾患精神・神経疾患 88 1010 11 11 2020
感覚・運動機能・⽪膚疾患感覚・運動機能・⽪膚疾患 1212 55 00 1010 2727
循環器系疾患循環器系疾患 44 66 44 11 1515
呼吸器系疾患呼吸器系疾患 11 33 22 11 77
消化器系疾患消化器系疾患 １１ 99 88 11 1919
泌尿⽣殖器系疾患泌尿⽣殖器系疾患 11 22 00 11 44
その他その他 00 77 22 55 1414
合計合計 3434 108108 3838 2525 205205



リサーチマッピングシステムの強化について

• リサーチマッピングシステムの優位性の強化

1)
 

適度な頻度の登録内容の更新を実施

2)
 

登録研究者のカバレージを拡大

• リサーチマッピングシステムの利便性の向上

1)
 

更新日時の表示と更新ニュース

2)
 

シーズ一覧表の提供サービス

3)
 

学内シーズ把握への活用（政府プロジェクト等）

• リサーチマッピングシステムの伝搬

1)
 

他学でのご利用による利用機関の拡大
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共同研究の基本的考え方の共

 
有（東大雛形の解釈範囲内）

ハイレベル合意形成
プロジェクトの探索・選定

秘密保持

企業とのコラボレーションの促進から契約までの流れ（１）
 共同研究促進の枠組み

戦略的パートナーシップ
スキーム等の締結

（産学連携本部との協議）

基本的枠組み

TR機構

研究部門

研究部門

研究部門

研究企画部門等の
責任部署
（本社）

東京大学 企業

TR機構
参加部局/
研究者

個別シーズ探索・紹介

TR機構TR機構

個別案件個別案件

（必要に応じて）

研究目標、マイルストーン
スケジュール、役割分担

企業からのサポート内容・条件等



企業とのコラボレーションの促進から契約までの流れ（２）
 個別案件の成立

研究部門

研究部門

研究部門

アカデミア連携・
ライセンス・

研究契約部門等の
責任部署
（本社）

東京大学 企業

個別案件部門
および研究者

必要がある場合
TR機構による橋渡し

必要がある場合
TR機構による橋渡し

研究課題、研究担当者
研究契約期間

研究経費の取扱
知的財産の取扱

研究成果の公表、守秘義務

合意形成合意形成

研究契約内容の協議

契約締結
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東京大学における  
リダイレクションスキーム構想

トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ
加藤益弘
2015.11



目的

当スキーム加盟製薬企業の保有する治験段階まで開発が進ん
 だ化合物＊を活用する事で、アンメットメディカルニーズの高い

 疾患に対する新しい治療薬の効率的な開発を目指す。

＊製薬企業の提供する化合物は、種々の制約を低減するために、人での投与が可

 能な化合物で、かつ企業が提供可能と判断した化合物を対象とする



基本構想
• 対象化合物は治験段階に進んだ物で、当該スキームに提供可能なものとす

 る。加盟企業は定型の対象化合物リストを作成しTR機構に提供する

• 東京大学TR機構は、研究者に対し当該スキームの周知徹底を図り、その趣

 旨の理解を促すことで、積極的に参加研究者を募る

• 対象疾患はメディカル・アンメットニーズの高いものとする。稀少疾患が中心

 となるがそれに限るものではない

• 研究者は研究対象疾患の治療法になり得る作用機序を有する化合物があ

 る場合は、その試験プロトコールと共に試料の提供を申し出る

• 試験プロトコールは対象疾患に対する薬効が予測でき、かつバリデートされ

 た試験系であり資料受領後速やかに試験が開始できることを条件とする

• 試験結果が良好であった場合、試料提供企業は優先交渉権を有し、自由意

 志によりその後の方針を決定する

• 試料提供企業が優先権を行使しない場合、東京大学は自ら積極的に可能な

 出口戦略を追究する



リダイレクションプログラム
 試料提供までの動き

参加企業参加企業
東大TR機構/

TRAC 東大PI東大PI

化合物リスト 化合物リスト
（企業名秘匿）

試料提供申込
試験計画

試料提供申込
試験計画

試料提供
確認・合意

① ①

② ②

③

MTAの締結

試料提供

④

⑤

合意事項
の伝達

試

 験

 開

 始*

*

リストの中の同一作用機序を有する化合物の提供企業を対象とする



リダイレクションプログラム
 研究成果達成後の動き

試験結果の開示

開発可能性の検

 
証

 

開発可能性の検

 
証

No

コミットメント オプション権設定

他社への導出

興味判断
に戻る

プログラム中止プログラム中止

資料提供企業
興味の有無

資料提供企業
興味の有無

Yes

ベンチャーによる開発
VCによる投資

試料提供企業

• 自社開発（ベン

 
チャーから移譲）

• ベンチャーと共同

 
開発

試料提供企業

東大発ベンチャ
興味の有無

東大発ベンチャ
興味の有無

Yes

他企業
興味の有無

他企業
興味の有無

*

Yes

試料提供企業による開発/ 
オプション権の設定 *

No

外部研究期間
興味の有無

外部研究期間
興味の有無

Yes

• ベンチャーへの資

 
金援助等

If all options are “No”

追加試験等の実施

Yes

具体的な追加試験実施により
打開策が可能と考えられる場合
でかつ追加試験費用の捻出が
可能な場合

：東大

：試料提供企業

：ベンチャー企業

：その他企業

外部機関との協働（創

 
薬支援NW、MRCT）、

 
政府資金（橋渡し）等

重複時：東大、

 
希望企業等

 
によるベスト

 
シナリオの選

 
択、あるいは

 
併用



まとめ
• TR機構は昨年８月より、リサーチマッピングシステムの運用・公開を開始。

 既に２４社が加入されています

– 今後は、運用・公開をして見えてきた問題点の解決を進め、その価値

 の拡大に取り組みその価値の拡大を進めます

• TR機構は、企業との連携を促進するためにSingle Point of Contactとし

 ての学内での立ち位置を明確にしました。これにより共同研究等の推進

 を効率的、効果的に進める学内プロセスができました

• TR機構は、製薬企業に眠っている化合物と、本学研究者の革新的発想

 を結びつけ、迅速に患者の望む医薬品開発が進められる、ドラッグ・リダ

 イレクションスキームを立ち上げる予定です。

• これにより、アンメットニーズの高い稀少疾患や難病を中心として、より早

 くより多くの医薬品を患者の皆様に届けることを目指します。企業の皆様

 のご理解と協力をお願い致します。
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